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本日の内容

1. 木材による気候変動緩和効果

2. 木材の炭素貯蔵効果に関する研究事例（世界, 日本, 企業）

3. 木質ボードによる炭素貯蔵の意義

4. IPCCガイドラインにおける炭素貯蔵量の推計方法

5. 日本繊維板工業会の木質ボードの炭素貯蔵量

6. 建築物の寿命関数と半減期
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木材による気候変動緩和効果
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材料代替効果

(USDA, 2019)

炭素貯蔵効果

燃料代替効果

1. 木材による気候変動緩和効果



世界全体における木材の炭素貯蔵量
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炭素貯蔵量（2018年）
1位 アメリカ 14億t-C
2位 中国 11億t-C
3位 ロシア 8億t-C
4位 日本 4億t-C
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2. 木材の炭素貯蔵効果に関する研究事例（世界）

(Kayo et al., 2021)
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日本における森林・木材の炭素貯蔵量

（単位：百万t-C）

(松本・加用, 2021; Matsumoto and Kayo, 2022)

 

日本全体で2.3億t-C (2019年)
（森林の約13%）

東京・神奈川・千葉・大阪：
建築物＞森林

（単位：百万t-C）

 

日本全体で17.8億t-C (2017年)

（単位：百万t-C）

森林
（生体バイオマス）

建築物

2. 木材の炭素貯蔵効果に関する研究事例（日本）



日本の建築物に使用された木材の炭素貯蔵量の内訳
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(松本・加用, 2021; Matsumoto and Kayo, 2022)

2. 木材の炭素貯蔵効果に関する研究事例（日本）



民間企業における木材の炭素貯蔵量の推計

住友林業が建設した木造住宅
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(Matsumoto et al., 2022)
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2. 木材の炭素貯蔵効果に関する研究事例（企業）

(写真：住友林業株式会社提供)



民間企業における木造住宅の炭素貯蔵量

8

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

1965 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025

炭
素
貯
蔵
量
の
年
変
化

(千
t-

C
/年

)

炭
素
貯
蔵
量

(百
万

t-
C

)

年度

指数分布 炭素貯蔵

ロジスティック分布 炭素貯蔵

正規分布 炭素貯蔵

対数正規分布 炭素貯蔵

ワイブル分布 炭素貯蔵

実績値からの直接推計 炭素貯蔵

指数分布 年変化

ロジスティック分布 年変化

正規分布 年変化

対数正規分布 年変化

ワイブル分布 年変化

(Matsumoto et al., 2022)

2. 木材の炭素貯蔵効果に関する研究事例（企業）



木質ボードによる炭素貯蔵の意義
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3. 木質ボードによる炭素貯蔵の意義

• 国内では，林野庁が「建築物に利用した
木材に係る炭素貯蔵量の表示に関する
ガイドライン」を公表．
国際的には，企業向けの温室効果ガス
（GHG）排出量の算定・報告のための
国際基準である「GHGプロトコルにおいて，
木材製品の炭素貯蔵量の推計方法やガイダンスを検討中(GHG Protocol, 2022)．

→企業による木材の炭素貯蔵量の算定・報告は今後さらに重要に．

• 主に建築解体材等のリサイクル材を利用する木質ボードは炭素貯蔵期間
をさらに延長する効果があり，この期間は森林が成長し炭素貯蔵を増や
す時間としても役立つ．

• リサイクル材を利用する木質ボードは新規製品の生産を抑制できるため，
新規製品生産時の化石燃料消費を削減する効果も期待できる．

（図：日本繊維板工業会HP）



IPCCガイドラインにおける炭素貯蔵量の推計方法

• 伐採木材製品（HWP）に関するIPCCガイドライン（2019年版）

Tier 1: 国際統計データ（FAOSTAT）と暫定方法論（First Order Decay：FOD）・
暫定半減期（木質ボード：25年）を使用．

Tier 2: 国独自のデータと暫定方法論（FOD）を使用．

→日本インベントリ報告のHWPの「その他木材利用」「紙製品」に適用．

Tier 3: 国独自のデータと国独自の方法論を使用．

→日本インベントリ報告のHWPの「建築物」に適用．
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4. IPCCガイドラインにおける炭素貯蔵量の推計方法



11

日本繊維板工業会による木質ボードの販売量

5. 日本繊維板工業会の木質ボードの炭素貯蔵量
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2002年以降の解体材・廃材率を使用．
（リーフレットに採用）

2002年以前の解体材・廃材率も使用．
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木質ボードの炭素貯蔵量の推計式

𝐶𝑆𝑖 𝑡 =෍
𝑖=𝑡0

𝑡−1

𝐼𝐹𝑖 ∙ 1 − 𝑅 𝑡 − 1 − 𝑖

CSi(t)：t年期首におけるi年販売の木質ボードの炭素貯蔵量(t-C)
IFi：i年中の木質ボード販売量(炭素量換算)(t-C/年)
R(t-1-i)：i年からt-1年までの経過年における木質ボードの寿命関数
1-R(t-1-i)：経過年(t-1-i)における木質ボードの残存割合
t0：初期年(1953年)
t：2022年までの各年

寿命関数
建築：対数正規分布(LND), その他：指数分布(FOD)

半減期
建築：38年(1953-1964), 56年(1965-1996), 63年(1997-2021) (Kayo and Tonosaki, 2022)

その他：一律25年 (IPCC, 2019)

5. 日本繊維板工業会の木質ボードの炭素貯蔵量

半減期
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5. 日本繊維板工業会の木質ボードの炭素貯蔵量

2002年以降の解体材・廃材率を使用．
（リーフレットに採用）

2002年以前の解体材・廃材率も使用．

日本繊維板工業会の木質ボードの炭素貯蔵量の推計結果
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・2022年期首の炭素貯蔵量：約1460万t-C (約5354万t-CO2)

・2021～2022年の年変化量：約20万t-C/年 (約74万t-CO2/年)

52% 34%



建築物の寿命関数と半減期
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6. 建築物の寿命関数と半減期
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日本の建築物のストックとインフロー
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6. 建築物の寿命関数と半減期
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木造建築物に適した寿命関数と半減期
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6. 建築物の寿命関数と半減期
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